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4月から開始する新年度事業

① すまいるスクール 午後5時までの利用料【所得制限なく無償化】
・午後5時までの利用者が全体の7割（令和5年度の延べ利用者数：約82万人）

→ 最も利用者の多い午後5時までの利用料無償化

② 高齢者・障害者世帯 家具転倒防止助成【所得制限なく無償化】
・区が指定した対象器具（13種類）の購入・設置費用の助成について、所得制限を撤廃

・2万円を上限に無償化

③ 「オンラインMy助産師」ほか産前・産後支援大幅拡充
・妊娠中から産後3ヵ月まで、ウェアラブル端末を活用して心身の健康管理を実施

・そのデータを基に専属助産師と週1回オンライン面談

・産後ケアサービス（宿泊型・訪問型）を都内トップレベルに引き上げ

・妊婦・産婦歯科健診と同時に歯のクリーニング(表面の簡易清掃)を実施

④ 住まいの防犯対策助成事業の拡充
・防犯カメラ等購入・設置の「住まいの防犯対策助成事業」 都補助事業に上乗せ助成
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① すまいるスクール午後5時までの利用料【所得制限なく無償化】

学校施設内において遊びやスポーツ、伝統文化を学ぶ教室など

様々な活動に児童が自由に参加し、安全・安心に過ごすことができる「放課後の居場所」
すまいるスクール

令和5年度の延べ利用者数

約82万人のうち
※１年生～３年生の9割が利用登録

午後5時までの利用

→ 7割

4月から利用の需要が高い5時までの利用料を無償化【所得制限なし】

物価高騰などの影響を受けている子育て世帯の経済的負担を軽減
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② 高齢者・障害者世帯 家具転倒防止器具助成【所得制限なく無償化】

区が指定した対象器具（13種類）を申請者宅に設置

購入費と取付費用：20,000円を上限に無償化（所得制限なし）

＜令和6年度まで＞

区民税非課税世帯 → 無償化

区民税課税世帯 → 一部補助

＜令和7年度4月から＞

所得制限撤廃

① 65歳以上の世帯

② 障害者のみの世帯

③ 65歳以上の高齢者と障害者のみの世帯

④ 要介護3以上の65歳以上の高齢者のいる世帯

⑤ 2級以上の障害者のいる世帯

助成対象器具

⑧ ジャッキ式器具

⑨ 開き扉ロック金具

⑩ ベースボード付つっぱり器具

⑪ 振動吸収ストッパー器具

⑫ 車輪停止具

⑬ 冷蔵庫転倒防止器具

① Ｌ型・平型金具

② チェーン・ワイヤー式器具

③ ポール式器具

④ ストッパー式器具

⑤ マット式器具

⑥ 家具ガラス飛散防止フィルム

⑦ ベルト式器具

助成対象世帯
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③ 「オンラインMy助産師」ほか産前・産後支援大幅拡充

世界でも類を見ないほどのスピードで少子化が進行する日本において、

多くの妊婦やそのパートナーが、産前、産後への不安を抱えたまま出産、子育てに臨んでいる
背景

産後ケアサービス大幅拡大オンラインMy助産師 妊産婦歯のクリーニング

社会全体で子どもと子育てを支える「子育ての社会化」が不可欠

●妊娠中～産後3カ月の女性とそのパートナー

を専属助産師が伴走型サポート

●ウェアラブル端末を活用して

産前産後の健康状態をチェック

●専属助産師と週1回のオンライン面談ほか

随時LINE相談を実施

●所得制限なく無償

●妊婦・産婦歯科健診と同時に歯のクリーニング

(表面の簡易清掃)を実施

●早産や低体重出生児の要因となる

可能性がある歯周病を予防

●宿泊型の利用日数を拡大

利用者負担額を軽減

●訪問型の乳房ケアに特化した事業を開始

日曜日の利用も可能に

●育児前期学級をバージョンアップ、

助産師の講話など更に充実した内容へ

都内初
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オンラインMy助産師 産後ケアサービス大幅拡大

宿泊型：利用日数増&負担軽減
・ 利用日数を3泊4日から最大6泊7日へ（分割利用も可能）

・ 利用者負担額を施設ごとの利用料金の1割まで軽減

・ 双子や三つ子の場合の追加利用料を無償化

訪問型:乳房ケア&日曜利用
・ 要望の多い乳房ケアに特化した訪問型事業を開始

・ 日曜日利用枠も新設

妊産婦歯のクリーニング

妊婦は歯周病の初期症状である歯肉炎になりやすく、歯肉炎が進行し

歯周病になると、早産や低体重出生児の要因となる可能性がある

妊婦・産婦歯科健診でクリーニングを実施することで、

受診者の口腔内の健康状態の改善に期待

妊娠中～産後３カ月まで、デジタル技術を活用した

専属の助産師による伴走型サポート（4月スタート）

妊婦やそのパートナーが安心して

出産・子育てができる新たな社会モデルを構築

都内初

専属助産師と

オンライン・

LINE相談

心拍数など

妊婦の健康管理

ウェアラブル端末を

手首に装着

区が開催している女性向けビジネスプランコンテスト「ウーマンズビジネスグランプリ

2024」のグランプリ受賞提案である「パーソナル助産師によるデータに基づいた

伴走型サービス『MamaWell』」のアイデアに基づき事業化

・ 相談、面談は妊婦のみならず、パートナーも対象

・ 健康状態に限らず、出産、子育てについても専門的なアドバイス

・ 所得制限なく無償

4月から都内トップレベルに

③ 「オンラインMy助産師」ほか産前・産後支援大幅拡充
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④住まいの防犯対策助成事業の拡充

防犯カメラ等購入・設置の「住まいの防犯対策助成事業」 都補助事業に上乗せ助成

令和7年度
（都補助事業に上乗せ）

（東京都）令和7年度より

「防犯機器等購入緊急補助事業」

令和6年度

（区独自事業）

戸建て住宅

集合住宅

（各世帯が対象）

戸建て住宅

対象

購入設置費用の

3/4

購入設置費用の

1/2

補助率

４万円

（対象機器複数申請可能）

防犯カメラ:2万円

録画機能付インターホン:7千円

補助額(上限)

防犯カメラ、カメラ機能付インターホン、

防犯ガラス、防犯フィルム、面格子、

防犯性能の高い錠、サムターンカバー、

補助錠、ガードプレート、センサーライト、

センサーアラーム、防犯砂利

対象機器

防犯カメラ、録画機能付インターホン

（令和6年度 346件）
※令和7年3月19日現在の申請件数

匿名・流動型犯罪グループ（通称:トクリュウ）による強盗事件等により、区民の防犯意識が向上背景
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⑤ その他 4月開始の主な事業

私立幼稚園保護者補助金の拡充

生活介護延長受入れ運営費の助成補聴器購入費助成の拡充

入院時紙おむつ代助成

●私立幼稚園保護者補助金の所得制限を撤廃

●所得にかかわらず月40,000円補助に引き上げ

●保育料に加え、施設維持管理費なども助成対象に拡大

所得制限を撤廃し、全ての利用者に等しく幼稚園保育料を助成

→ 子育て世帯の負担を軽減

●入院中の紙おむつ代助成

65歳以上で30日以上の入院中に要した紙おむつ代

(上限6,000円)を助成

所得制限を撤廃 → さらなる経済的負担の軽減

障害のある人が18歳となり生活介護サービス等に移行すると

家族が就労を継続できなくなる、

いわゆる「18歳の壁」対策により介護離職回避へ

●サービス提供時間を延長する生活介護事業者へ運営費助成

●夕方時間帯の居場所の確保および家族等の負担軽減

＜65歳以上で聴力が中等度難聴程度の方＞
上限額72,450円（補聴器に付属する電池など含む）

＜18歳以上65歳未満で補聴器の必要性のある方＞
上限額50,000円（補聴器片耳1台分）

全世代への補聴器購入費助成の拡大

→ 高齢者や中等度難聴者のさらなる社会参加などを支援

※品川区社会福祉協議会の支援事業


